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生 活 道 路 協 働 除 雪 委 託 契 約 書 

 

 十日町市長 関 口 芳 史 を甲とし、 

を乙とし、               を丙として下記の条項によって契約を締結する。 

 

記 

１ 委託路線及び区間 

      別表、図面のとおり 

２ 除排雪期間 

      令和 年１１月 １日   から 

      令和 年 ５月３１日   まで 

（総則） 

第１条 甲は市道の堆雪による障害を除去または緩和し、円滑な通行と安全を確保すること 

を目的として、丙と協力し市道の除排雪作業（以下「除雪作業」という。）を乙に委託する。 

２ 乙は、契約書及び契約書に添付した仕様書に基づき除雪作業を行う。 

３ 丙は、甲乙と協力し効率的な雪処理を行うために、予め土地の所有者等から了承を得て、 

雪出場の確保・管理を行う。 

（除雪作業の形態） 

第２条 除雪作業は次表に掲げる作業形態とする。 

作 業 形 態 内       容 

車
道
・
歩
道 

委  託 
乙の除雪機械及び作業員で除雪作業を実施  

ex.新雪除雪、圧雪剥ぎ、拡幅除雪、凍結防止剤散布 

貸与委託 
甲の除雪機械を乙に貸与の上、乙の作業員で除雪作業を実施 

ex.貸与除雪機械を使用するすべての作業 

借上委託 
乙の除雪機械及び作業員で、甲の指示により除雪作業を実施 

ex.ダンプ排雪、雪庇落し、雪崩処理、雪戻し、消雪パイプ路線拡幅除雪 

 

 

契 契 
3部を作成し、各自一部を保管する。 

2つ契印がある方を市へ提出して下さい。 

 

業者 

町内 
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（委託料） 

第３条 委託料は、除雪機械ごとの単価に除雪作業に要した当該除雪機械の実稼働時間（甲の確認した作業日報の延べ時

間）、スノーポールの設置・撤去の本数、人力除排雪の作業時間等を乗じて得た額（以下「作業費」という。）に消費税

相当額を加えた額とする。なお、契約時にない機械を使用する際は甲乙丙協議のうえ決定する。 

２ １ヶ月の実稼働延べ時間の端数が15分以上のときは15分単位とし、15分未満のときは切り捨てるものとする。 

３ 甲が貸与する除雪機械について、乙が使用する期間中、乙の負担により次に掲げる以上の損害保険に加入するものと

する。ただし、甲の所有する機械であることから、甲はその保険料の全部又は一部を基準により乙へ支払う。 

（１）対人補償    無制限/名 

（２）自損事故    1,500万円/名 

（３）無保険車障害  20,000万円/名 

（４）対物補償    免責なし、500万円/事故 

（５）搭乗者傷害   500万円/名 

４ 甲は、除雪基本料について３年平均実績が 100 万円以上の業者を対象とし、乙に支払うものとする。ただし、他業者

から路線を引き継いだ場合には、当該路線の実績額を新たに受託した業者の実績として取り扱う。 

５ 除雪基本料は委託作業にかかる費用のみを対象とする。ただし、スノーポールの設置・撤去等は除く。 

６ 除雪基本料を超過した委託料は、その作業費に9割を乗じて得た額に消費税相当額を加えた額とする。 

（除雪機械の無償貸与） 

第４条 甲は、甲の所有する除雪機械を乙が除雪作業に使用することが適当と認められる場合は、これを契約期間中乙に

無償貸与することができる。 

２ 除雪機械の貸与を受けるとき、乙は次の各号に掲げる経費を負担しなければならない。 

（１）機械の引渡しおよび返納に要する経費 

（２）貸与機械の維持管理に要する経費および修理に要する経費 

 消耗品費（オイル、オイルエレメント等）および除雪作業時に破損した箇所の修理にかかる費用。但し、カッティ

ングエッジ、タイヤチェーンは支給する。また、除雪機械の劣化に起因する修理費用については別途協議とする。 

３ 貸与機械の引渡し場所、時期および返納場所、時期は甲乙協議するものとする。 

４ 貸与機械の引渡しは、甲乙立会のうえ、その機能現況を確認し引渡しを行うものとする。この際、甲は機能現況確認

書を作成し、乙に引き渡すものとする。 

５ 乙は貸与機械の引渡しを受けたときは、機械借用証書を甲に提出しなければならない。 

６ 乙は、貸与機械の清掃、点検等の整備を行い、その機能を保持するため最善の措置を講じなければならない。また、

乙は次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

（１）貸与機械を転貸し、又は担保に供すること。 

（２）貸与機械の貸付けを受けた目的である市道除雪および市長が特に認めた場合以外に使用すること。 

（３）市長の許可を受けないで機械の修理、改良をすること。 

７ 貸与機械が減失、紛失又は毀損したときは、直ちに報告書を甲に提出しなければならない。この場合において、甲の

指示するところにより、乙の負担において補塡、修理し、又はその損害額を金銭で弁償しなければならない。また貸与

期間中、偶発的に発生する故障について乙が負担して修理を行った場合、借受機械修理状況報告書を甲に提出しなけれ

ばならない。 

８ 天災その他不可抗力による損害は甲乙協議するものとする。 

９ 乙は、契約期間満了、契約の解除その他の事由によって貸与機械を返納するとき、第４項の機能現況確認書によって

甲乙立合のうえ、その機能現況を確認し引渡しを行うものとする。なお、不合格の場合は、甲の指定する日までに乙の

負担において復元修理し、再検査を受けなければならない。 

（除雪機械の借上） 

第５条 甲が借上委託で除雪作業を実施する場合は、乙の除排雪機械（オペレーター及び助手１名を含む）を借上の上、
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乙に除雪作業を委託するものとする。 

２ 前項の除排雪機械は道路運送車輌法第58条の規定に基づく検査に合格していなければならない。 

（委託料の支払時期及び方法） 

第６条 乙は、第３条第１項による委託料について１ヶ月分をとりまとめて甲に請求するものとする。 

２ 甲は、前項の規定による請求書（認印を押印した作業日報の添付）を受理した日から起算して30日以内に支払わなけ

ればならない。 

３ 甲は、第３条第３項に規定する保険料について、その基準により乙への支払いが生じた場合は、委託期間終了時に支

払うものとする。 

４ 甲は、第３条第４項に規定する除雪基本料について、乙からの請求に基づき、前払いにより支払うものとする。 

（作業の確認） 

第７条 乙は、契約締結後、除雪作業を実施した日ごとに作業日報を作成し、作業後速やかに甲に提出するものとし、甲

はその内容を審査し、その都度履行を確認する。 

２ 甲は、必要の都度現地検査を行う。 

３ 乙は、現地検査の結果不合格となり、補正を命じられたときは遅滞なく当該補正を行い、甲の検査を受けなければな

らない。 

４ 前項による稼働時間は支払の対象としない。 

（権利義務の譲渡等） 

第８条 乙は、この契約によって生じる権利義務を第三者に譲渡し、又は継承させてはならない。但し、甲の書面による

承諾を得た場合はこの限りではない。 

（監督員） 

第９条 甲は、この除雪作業について監督又は指示する職員（以下「監督員」という。）を指定し、乙丙に通知する。 

（現場代理人及び主任技術者） 

第１０条 乙は、現場代理人及び除雪作業現場における技術上の管理と安全管理をつかさどる主任技術者を定め、甲丙に

通知しなければならない。 

２ 前項の現場代理人と主任技術者は、これを兼ねることができる。 

３ 乙は、作業日誌を作成し、監督員が求めたときは、これを提出しなければならない。 

（委託の内容の変更） 

第１１条 甲は、必要がある場合には、除雪作業を変更し、除雪作業を一時中止し、又は除雪作業を打ち切ることができ

る。 

２ 前項により除雪作業の内容を変更する場合は、変更契約を締結するものとする。但し、除雪期間のみを変更するとき

は、甲は書面により乙丙に通知するものとする。 

３ 甲は、前項の場合において、乙が損害を受けたときは、これを補償しなければならない。この場合の賠償額は甲乙協

議して定めるものとする。 

（第三者損害） 

第１２条 この除雪作業の実施により第三者に損害を及ぼした場合の補償については一切乙において負担するものとし、

乙の管理に係る人身及び機械の損害についても同様とする。 

２ 乙は、前項により第三者に損害を及ぼしたときは、すみやかに甲丙に報告しなければならない。 

（甲の解除権） 

第１３条 甲は、乙が契約に違反し、その違反により契約の目的を達することができないと認められる場合契約を解除す

ることができる。 

２ 甲は、前項により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、乙にその損害を請求することができる。この賠

償額は、甲乙協議して定めるものとする。 

第１４条 甲は、丙が契約に違反し、その違反により契約の目的を達することができないと認められる場合契約を解除す
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ることができる。 

２ 甲は、前項により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、丙にその損害を請求することができる。この賠

償額は、甲丙協議して定めるものとする。 

（乙の解除権） 

第１５条 乙は、甲が契約に違反し、除雪作業をすることが不可能となった場合契約を解除することができる。 

２ 乙は、前項により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、甲にその損害を請求することができる。この場

合の賠償額は、甲乙協議して定めるものとする。 

第１６条 乙は、丙が契約に違反し、除雪作業をすることが不可能となった場合契約を解除することができる。 

２ 乙は、前項により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、丙にその損害を請求することができる。この場

合の損害額は、乙丙協議して定めるものとする。 

（丙の解除権） 

第１７条 丙は、甲が契約に違反し、その違反により契約の目的を達することができないと認められる場合契約を解除す

ることができる。 

２ 丙は前項により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、甲にその損害を請求することができる。この場合

の賠償額は、甲丙協議して定めるものとする。 

第１８条 丙は、乙が契約に違反し、その違反により契約の目的を達することができないと認められる場合契約を解除す

ることができる。 

２ 丙は、前項により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、乙にその損害を請求することができる。この場

合の損害額は、乙丙協議して定めるものとする。 

（契約条項外の事項等） 

第１９条 この契約条項に定めのない事項及びこの契約条項の解釈に関し疑義を生じたときは、甲乙丙協議して定める。

但し、軽微なものについては、甲又は第９条に規定する監督員の指示によるものとする。 

２ この契約条項による通知、請求、承諾、協議等は、軽易なもの又は緊急を要するものを除き、甲の指定する様式によ

って書面で取り交わすものとする。 

 

 

 上記契約の証として本証書３通を作成し、記名押印してそれぞれ１通を保有する。 

 

令和 年１１月 １日 

甲  十日町市長  関 口 芳 史 

 

乙  住所 十日町市○○番地 

     氏名 ○○建設(株) 代表 建設太郎 

   電話番号 ○○○-○○○○ 

 

丙  住所 十日町市××町××番地 

     氏名 ××町 代表 町内花子 

     電話番号 ×××―×××× 

業者 

消印した契約書を市へ提出して下さい。 町内 

市長 

 

収入印紙 

２００円 

町内 業者 
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（別表） R○○年度　生活道路協働除雪路線

※昨年度の生活道路協働除雪の契約をもとに作成。

　消雪パイプ路線は、故障や井戸が枯れたなど、使用できなくなった場合のための契約である。

町内
№

町内名
路線
№

路線名
延長
(ｍ)

消パイ延長
（ｍ）

備考 対象路線に○

1 ××町 11111 ××町1号線 100.0 0.0 ○

1 ××町 11112 ××町2号線 30.0 30.0 消パイ有り

1 ××町 11113 ××町3号線 50.0 0.0 ○

計 3 路線 180.0 30.0

3

契約業者が除雪作業
を行う路線に○を記入

❏雪出し場を蛍光ペンなどでマークしてください。

※○丸で囲まず、雪出し可能な敷地をすべて囲んでください。

❏路線については変更が無ければそのままで良いですが、変更が

ある場合はその旨を記入してください。

❏わからなければ業者に確認するなど、共通の認識をしていただく

ため、町内と業者で一緒に作成をお願いします。

図面も確認し、作成をお願いします。
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（町内－業者） 

 

認 定 外 道 路 除 雪 事 業 契 約 書 

 

 十日町市 ○○町    地区（町内）代表者    建設 花子     を甲とし 

ホヘト重機           を乙として下記条項の契約を締結する。 

 

路線名 幅員(ｍ) 延長(ｍ) 

私 道 3.5 60 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

作業期間 令和 年１１月１日～令和 年５月３１日 

 

第１条 除雪機械は、自動車の登録の検認等道路運送車輌法に基づく検査に合格したものであるこ

と。また、それ以外の機種については任意保険に加入したものであること。 

 

第２条 委託料は次に掲げる除雪機械ごとの単価に除雪作業に要した当該除雪機械の実稼働時間

（１分単位）を乗じ得た額、運搬（回送）に要する額及びその額に 10％を乗じた消費税相当額と

する。 

除雪機械名 
規格 

(t,㎥) 
登録番号 助手 単価（どちらかに○） 

   
有・無 

市単価に準ずる    

独自単価（      円／時間） 

   
有・無 

市単価に準ずる    

独自単価（      円／時間） 

   
有・無 

市単価に準ずる    

独自単価（      円／時間） 

   
有・無 

市単価に準ずる    

独自単価（      円／時間） 

 

コピーを１枚取り、認定外道路除雪事業補助

金交付申請書と一緒に市へ提出する。 

車検証の写しが必要。（道路以外の雪出し場のみの使用に限り不要）それ以外の機種については保険証の写しを提出。 

1 分単位で請求可能。ただし、町内と業者で話し合い 15 分単位にすることも可能。 

助手の有無に○ 

実際に除雪を行う延長（ｍ）を記入 

どちらかの単価に○ 
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第３条 乙は除雪費等について、除雪作業を実施した日ごとに作業内容を明記し、甲に請求するも

のとする。 

 

２ 甲はその内容を審査確認の上、請求書を受理したときは速やかに支払わなければならない。 

 

３ 甲は除雪費等について、十日町市が支払う補助金を乙に代理受領の委任をすることができる。 

 

第４条 この除雪作業により物損事故及び人身事故が生じた場合甲、乙いずれかの責任において処

理するものとする。 

 

第５条 乙は甲と協議し、危険防止上必要に応じ防護さく、バリケード、標識等の措置を行い安全

管理に努めるものとする。 

 

２ 乙は作業区間の道路及び道路付属物について危険な箇所の点検を行い、事故の防止に努めなけ

ればならない。 

 

第６条 この契約条項に定めのない事項及びこの契約条項の解釈に疑義が生じたときは甲乙協議し

て定める。 

 

 

上記契約の証として本契約書２通を作成し、記名押印してそれぞれ１通を保有する。 

 

 

令和 年１１月１日 

 

 

                甲  住所  十日町市 ○○町 

                      除雪組合長 

                   氏名  建設 花子           

 

                   電話番号  ７５７－●●●● 

                   (会・自・携帯) 

 

                乙  住所  十日町市 ○○町 

 

                   氏名  ホヘト重機           

 

                   電話番号  ７５２－□□□□ 

収入印紙 

２００円 

 

ホヘト重機 

  ㊞ 

ホヘト 

重機 

建設 

 ㊞ 

役職があれば記入 

収入印紙を貼り、消印をする。 

建設 
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認定外道路除雪事業補助金交付申請書 

 

令和  年１１月１日 

 

十日町市長 様 

 

                    地区名(町内名) ○○町 

 

住 所  十日町市▲▲町△△番地 

 

                    代 表 者  建設 花子  

      

電話番号 ７５７－●●●● 

 

 認定外道路除雪事業補助金交付要綱に基づき、下記のとおり除雪事業を実施したく申請い

たします。 

記 

 

路 線 名 
幅員 

(ｍ) 

延長 

(ｍ) 

住宅数 

(戸) 
業 者 名 作業方法 

私 道 3.5 60 7 ホヘト重機  除雪  融消雪施設 

 

 

    
除雪  融消雪施設 

 

 

    
除雪  融消雪施設 

 

 

    
除雪  融消雪施設 

 

 

    
除雪  融消雪施設 

１．位置表示 別紙添付位置図のとおり。 

２．本除雪に関しては、別添契約書のとおりとする。 

３．除雪機械は、登録番号のあるものを使用する。 

４．作業期間は令和 年 11 月 1 日から令和 年 5 月 31 日とする。融消雪施設については、

令和 年 11 月 1 日から令和 年 3 月 31 日の電気料金を対象とする 
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作 業 計 画 図 

 

 

 

 
図
面
を
貼
る 



 

※代理人の欄も含め、全てを必ず委任者の方が作成してください。 

 

委    任    状 

 

十 日 町 市 長  様 

 

 

代理人 住 所： 十日町市千歳町３丁目３番地 

 

氏 名： 十日町除雪組合 会計 除雪 花子 

 

               電話番号： ７５７－〇〇〇〇 

 

 

私は、上記の者を代理人と定め、令和〇年〇月〇日から令和●年●月●日までの 

 

認定外道路除雪事業補助金 

個人に起因する雪処理助成事業補助金 

 

の請求、受領に関する一切の権限を委任します。 

 

 

令和〇年〇月〇日 委任 

 

委任者 住 所： 十日町市千歳町３丁目〇番地 

 

町内名等： 千歳町 

 

氏  名： 除雪 太郎 

 

電話番号： ７５７－×××× 

 

記 入 例 

該当する補助金に〇をつける 

＜委任状が必要な場合＞ 

○補助金申請者（請求者）と、補助金振込先口座名義人が違う場合 

 ○申請者と口座名義人は同一人物だが、口座名義に組織名等が含まれる場合 

 

委任を受ける方 

（会計担当や除雪業者） 

委任をする方 

（町内代表等） 
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